
教科名 単位数 2 単位 学年・学科 3 年

教科書

教科目標

授業内容
進め方

授業の留意点

学習方法
（アドバイス）

課題・補習

試験について

評価の観点

①知識・技能

②思考・判断・表現

③主体的に学習に
　　取り組む態度

備考

　考査は実施せず、提出された課題について以下の観点別で評価する。

令和７年度　北海道中標津高等学校シラバス

小論文研究 共通選択

なし 副教材 新聞記事・ネット情報・配布プリント

①国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高める。
②現代社会における様々な問題に主体的に関わる態度を養い、自ら考え、進んで表現することに
よって社会生活を充実させる態度を育てる。

　文章表現上の練習・課題文の読解練習と並行して、現代社会の様々な問題点について視野を広
げ、ディベートも行いながら、それぞれの思考能力を高める。

　原則として、受験で「小論文」を必要とする生徒向けとする。単元毎に課題・小論文を完成させ提
出とする。主体的・積極的な参加が前提となるため留意すること。

　作文・小論文上達のこつは、何よりも“たくさん書くこと”です。そのためには「書きたい内容」がな
ければなりません。日頃から新聞やテレビ・ネットのニュースに関心を持ち、知らないことは主体的
に調べようとする姿勢が重要です。社会問題に幅広く興味を持ってください。

　授業時に出された課題を、締切を守って提出すること。

評価の
観点・方法

評価方法
・文字表記上の間違いがないか。
・不適切な語句の使用がないか。
・文章表現上の間違いがないか。
・文章構成は適切か。
・論理的にはっきりとした結論を導き出しているか。
・具体的な内容となっているか。
・多様な意見を考慮しているか。
・自分のこととして考え、強い問題意識を持っているか。
・必要な資料、データを考え、準備しているか。

・自分のこととして考え、強い問題意識を持っているか。
・必要な資料、データを考え、準備しているか。


